
笛 吹 市

統番

02

03

04

05

06

07

08

縮尺図面名称

09

10

特記仕様書１

図面番号

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

A

A

A

A

A

A

A

A

A

統番

01 表紙・図面目録

縮尺図面名称

図面サイズ：A3

図面番号

A

図 面 目 録

11

12

A 10

11

春 日 居 町 駅 サ イ ク ル ポ ー ト

建 築 工 事

案内図

配置図（南口） 1/200

敷地面積求積図（南口） 1/200

面積表・平面図・屋根伏図（南口）
1/50

1/100

仮設計画図（南口） 1/200

配置図・敷地面積求積図（北口） 1/200

面積表・平面図・屋根伏図（北口）

仮設計画図（北口） 1/200

立面図・基礎断面図（南口）
1/30

1/20

立面図・基礎断面図（北口）
1/30

1/20

1/100

1/50



春日居町駅サイクルポート建築工事

建設部 まちづくり整備課

A-01

02

12

特記仕様書

３.交通誘導員

１.仮囲い ※ 設ける

２.危害防止 ※ シート張り ・ 金網養生

仮囲いの位置及び延長は図示による。・ 設けない
・キャスターゲート（H= 　，W=　　）×　　　箇所

２
　
仮
設
工
事

・シートゲート（H=4.5m　，W=3.6m　）×　　２箇所(南口,北口)

・ 配置する（３日×１人＝３人日×２か所＝６人日） ※ 配置しない

・ 設ける（規模 ㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
備品（ 　　）

※ 設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

・ 設置しない

５.監督職員事務所

６.工事表示板 ※ 設置する

８.工事用水  構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　 ※ 利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　 ※ 利用できない９.工事用電力

10.工事用通路 ※ 指定しない ・ 指定する（図示）

３
　
土
工
事

Ｃ種の場合  建設発生土受入数量　 　　㎡

(3.2.5)

(3.2.3)(表3.2.1)

　発生場所

 受入れ施設名・所在地（km）
・ 構外指示の場所に搬出する。
・ 構内指示の場所にたい積する。
・ 構内指示の場所に敷きならす。

 種別　 ・Ａ種　　※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種

　処理
２．建設発生土の

　盛土の種別
１．埋戻し及び

１．支持地盤 (3.2.1)(4.2.4)(4.3.4)(4.3.5)(4.4.4)(4.5.5)(4.5.6)
・杭基礎

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)
・図示による 　・　

・直接基礎
支持層の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

・図示による 　・　
・地盤の載荷試験(平板載荷試験)

・行う
試験の方法、位置及び載荷荷重は図示による

４
　
地
業
工
事

(4.6.2～3) 材料

 範囲
・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下
・図示による

 厚さ

 厚さ
リート地業

６．捨コンク  範囲
・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下 ・図示による

 設計基準強度

スランプ

５．砂利地業
　砂利　　※ 再生クラッシャラン　　・　

※50mm 　・　

※18N/mm2 　・　

※15cm又は18cm 　　・　

※60mm ・100㎜

１．鉄筋 (5.2.1) 鉄筋の種類等
種類の記号

※ ＳＤ３４５

呼　び　径　（mm） 備　　考
※ ＳＤ２９５

５
　
鉄
筋
工
事

D10

３．鉄筋の継手
 鉄筋の継手の方法等

 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

 継手位置

 耐力壁の重ね継手の長さ

※図示による

※図示による

※図示による

(5.3.4)

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
その他の鉄筋(　　 　)

※ガス圧接 ・機械式継手
・溶接継手
※重ね継手
・重ね継手

※D16以下

※D19以上
・重ね継手

 ・　
 ・　

種類 種類の記号 呼 び 径 (mm)継手の方法

   各部の配筋は，図示による。図示がなければ，標準仕様書 末尾 
 資料の｢各部配筋　参考図」による。

(5.3.7)７．各部配筋

 　※図示による　　　・　
　 (溶接金網含む)
　　厚さ及び間隔
５．鉄筋のかぶり (5.3.5)

 　・有り(※図示による)　適用箇所(　　　　　)

 　・有り(※図示による)　適用箇所(　　　　　)
 耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)

 軽量コンクリートを適用する場合

 最小かぶり厚さ

※図示による 　・　
(5.3.4)４．鉄筋の定着  鉄筋の定着長さ

(22.4.2～6)(表 22.4.4)

(22.3.2、3)(表 22.3.1)

・図示による　　・ 

※行わない
・行う

アスファルト混合物等の抽出試験
試験
・
※通行の支障となる水たまりを生じない程度

舗装の平たん性
・密粒度アスファルト混合物(13F)
・細粒度アスファルト混合物(13)
・密粒度アスファルト混合物(13)

加熱アスファルト混合物等の種類
・アスファルトコンクリート再生骨材
・道路用砕石

骨材
・ストレートアスファルト
（標準仕様書表22.4.1による種類： ・60～80 ・80～100）
・再生アスファルト

アスファルト
材料
※図示による　　・　

アスファルト舗装の構成及び厚さ
　　舗装
３．アスファルト

※再生クラッシャラン

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ
・粒度調整鉄鋼スラグ
・クラッシャラン鉄鋼スラグ
・再生粒度調整砕石

・粒度調整砕石
・クラッシャラン

路盤材料（標準仕様書表22.3.1による種別）

路盤の厚さ
２．路盤

(22.6.2～4)

・
※通行の支障となる水たまりを生じない程度

舗装の平たん性
・
・コンクリート舗装
・アスファルト舗装

着色部の下部
・塗布工法　（配合その他： 　　)
・ニート工法（配合その他： 　　)

工法
・常温系カラー舗装

自然石　（　　 　）
着色骨材（　　 　）

添加材
・石油樹脂系混合物 　顔料の添加量（ ％）
※アスファルト混合物

加熱系混合物の結合材
・図示による　　・　

構成・厚さ
・加熱系カラー舗装５．カラー舗装

・図示による 　・　

打増し範囲　※図示による ・　
打増し厚さ　・20mm　　・
適用箇所　　※図示による ・　

　使用箇所　　※図示による ・　

・合板(※12mm　・ 　)

・MCR工法用シート

・断熱材を兼用した型枠材

 せき板の材料及び厚さ

スリーブの材種・規格等

(6.8.2)10. 型枠

(6.3.1)
・A ・B

アルカリシリカ反応性による区分５. 骨材

(6.2.4)(表6.2.2)

(6.3.1)

基礎、地中梁
基礎、地中梁

　建物躯体（下記以外）
ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、

・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種
・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種

４. セメントの

セメントの種類種類 　適用箇所

 柱，梁，スラブ，壁　　 ※ １８cm
 基礎，基礎梁，土間スラブ　　※ １５cm ・ １８cm３．スランプ

１．コンクリート
の種類

 種　別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類

適　　用　　箇　　所
・ ２４
・ ２１

Ｆｃ　(Ｎ/mm２)
(6.2.2)

(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)

 構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による

２．設計基準強度  普通コンクリート

６

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

22

舗
装
工
事

８　そ　の　他

７　別 途 工 事

６　工 事 の 概 要

北口：187.66㎡南口：599.12㎡５　敷　地　面　積

自転車置場４　主　要　用　途

その他の地域・地区（ 　）

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　 ・ ２２条　）

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　無指定　 　）

３　用途地域等

北口：笛吹市春日居町別田字東田町387-6,411-3の一部,412-3の一部,413-1

南口：笛吹市春日居町別田字東田町390-1,395２　工　事　場　所

春日居町駅サイクルポート建築工事

Ⅰ　工  事  概  要

監督職員に提出する。

・ 笛吹市特記仕様書(重要事項説明書)
・ 建築関連工事共通現場説明書(笛吹市策定）

章 特　　　　記　　　　事 　項

・

・　解体工事特記仕様書 ・ 電気設備工事特記仕様書 ・ 機械設備工事特記仕様書

・ 構造特記仕様書 ・ 外構工事特記仕様書 ・ 植栽工事特記仕様書

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。

９　特記仕様書の範囲

・

建　築　工　事　特　記　仕　様　書　【令和７年４月版】

調査範囲　　※ 図示

職員に提出すること。
状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督

円滑な進捗をはかること。
・ 受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の

・ 施工体系図を現場に掲示すること。

指示に従うこと。
・ 工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督職員に報告の上，

・ 建築構造設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 令和3年版）

１
　
一
般
共
通
事
項

「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。
３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、

用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２．特記仕様
仕様書」という。）による。　なお、施工条件明示書は、特記仕様書に含める。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の
１．共通仕様

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

・ 営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部 令和5年版）及び

(1.3.11)

に，監督職員から指示があった場合は「事故報告書」を指示する期日までに
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

(1.3.9)

・ 建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）

工事写真撮影ガイドブック＜建築工事編及び解体工事編＞

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
の受領書を、監督職員に提出すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。

(1.3.3)
※ 適用しない・ 適用する

(1.2.1)

ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。
上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

）

）
）

受入れ施設名・所在地(km)
・その他の廃棄物（管理型)(

受入れ施設名・所在地(km)
・その他の廃棄物（安定型)(
・現場において再利用を図るもの（

コンクリート塊
・ セメント

コンクリート塊
・ アスファルト

・ 建設発生木材
・ 建設汚泥

備　　　考所　在　地　(Km)受 入 施 設 名

）
）

種　　類
・再生資源化を図るもの

受入れ施設名・所在地(km)
・特別管理産業廃棄物（
・引渡しを要するもの（

発生材の処理

(1.1.4)

工事工期より　　　　　　　　　　　日前

・ 適用しない

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

・ 工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

項 　目

１．一般事項

７．事故報告

２．適用基準等

技術者
６．電気保安

５．発生材の
処理等

(CORINS)の
登録

４．工事実績情報

３．概成工期

　監督職員の承諾を受ける。
 施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
 施工範囲　　各工事の区分表による。

 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。
　 保険の種類　　※　火災保険　　※　建設工事保険
　 保険期間　　　※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

により作成する。

 ・　作成しない※ 作成する

※カラー
・白黒

※Ｌ
サイズ

・２Ｌ
・六切り

撮影箇所数

撮影要領の
完成写真程度

・ 箇所  枚
・フリーアルバム
ポケット式程度

※工事用アルバムA4版

・

提出様式部  数

※１部
・ 部

分　類
※営繕工事写真

営繕工事写真撮影要領により、完成届に添付する完成写真とは
　 別に次のものを原本（電子媒体）とともに監督職員に提出する。

アルバムは、監督職員との協議により紙媒体又は電子媒体とする。

なお、原本は、DVD-R等で提出すること。

　建築関連工事共通現場説明書（笛吹市策定）

　　 　　　　　及びPDF形式 　DVD-R等１部
 ※　完成図面　JWW形式又はSFC形式のCADデータ
※ 完成図(竣工図)（Ａ４版）２つ折製本 　２部

（台紙寸法323×270程度）

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業

・ボード仕上工事作業
・プラスチック系床仕上工事作業

・路面標示施工

・内装仕上施工

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・左官（左官作業）

・塗装（建築塗装作業）

・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）

・カーテンウォール施工（金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

内装工事
塗装工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

建具工事
左官工事

・建築板金（内外装板金作業）
金属工事 ・内装仕上施工（鋼製下地工事作業）

舗装工事
・配管（建築配管作業）排水工事

・造園（造園工事作業）植栽工事

・バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

・表装（壁装作業）

※ 下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

 法は、当該製品の指定工法とする。
 「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」に記載されていない特別な材料の工

・ＦＲＰ防水工事作業
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
・シーリング防水工事作業
・塩化ビニル系シート防水工事作業
・合成ゴム系シート防水工事作業
・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
・アスファルト防水工事作業・防水施工

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

屋根及びとい工事

・鉄工（構造物鉄工作業）

・ 屋上緑化

・ 外壁乾式工法
・ 合成高分子系ルーフィングシート工法

・ ガラスブロック
・ オーバーヘッドドア
・ アルミニウム笠木

・　粘土瓦葺・ 折板葺
・ 長尺金属板葺

(9.4.4)(10.5.3)(13.2.3、3.3、4.3)(14.7.3)(16.13.2、14.5)(23.5.4)
建　築　基　準　法　の　指　定

・石材施工（石張り作業）
・タイル張り（タイル張り作業）
・建築大工（大工工事作業）

・建築板金（内外装板金作業）

木工事
タイル工事
石工事

防水工事

・押出成形セメント板工事

コンクリートブロック・ALCパネル

・型枠施工（型枠工事作業）
・鉄筋施工（鉄筋組立作業）
・とび（とび作業）

鉄筋工事
仮設工事

コンクリート工事

鉄骨工事

士を配置する。

(1.5.2)

置する。
※ 下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能

　工　事　種　目  技能検定職種（技能検定作業）

・ 下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配

・ 現状平均地盤高※ 図　示

地表面粗度区分　・Ⅱ　 ・Ⅲ
風速(ＶO) 　　　※３０　

多雪地域の指定　・有　 ・無

・
適　　用　　工　　事

(1.4.2)材料の品質等

を受ける。
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら

の承諾を受ける。
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員

　　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの

・コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

16．設備工事との
　　取合い

17．火災保険等

14．完成図等

15．完成写真

 工法
10．特別な材料の

12．設計G.L.

13．技　能　士

よる風圧力等
の指定

11．建築基準法に

８．建築材料等

南口：鉄骨造　３連自転車置場（オープンタイプ）　３か所　設置

北口：鉄骨造　３連自転車置場（オープンタイプ）　２か所　設置

１　工　事　名　称

標準仕様書に記載されていない事項は、「公共建築改修工事標準仕様書（令和7年版）（以下
「改修標準仕様書」という。）「公共建築木造工事標準仕様書（令和7年版）」（以下「木造
標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書 (令和5年版）」(以下「解体共通

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和5年版）

「公共建築工事標準仕様書(令和7年版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし、



建設部　まちづくり整備課

申請地（北口）：笛吹市春日居町別田字東田町387-6,411-3の一部,412-3の一部、413-1

申請地（南口）：笛吹市春日居町別田字東田町390-1,395

案内図

春日居町駅サイクルポート建築工事 A-02

12

03



春日居町駅サイクルポート建築工事（南口）

配置図

建設部　まちづくり整備課

1/200

既存建物１

既存建物２

合計

平成18年3月6日　峡東石建第4309号

用途

自転車置場

自転車置場

建築面積

9.48㎡

9.48㎡

18.96㎡

延べ面積

9.48㎡

9.48㎡

18.96㎡

最高の高さ

2.305m

2.305m

階数

１階

１階

構造

鉄骨造

鉄骨造 配置図　S=1/200

A-03-S

04

12
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敷地面積求積図　S=1/200

敷地面積求積図

2.15

3.
09

5

面   積倍   面   積高  さ底  辺番号

599.12 m2敷 地 面 積

599.12330合  計

76.76760153.53527.7719.7613

65.40260130.80526.9818.7412

26.4180052.83602.3822.2011

63.22620126.45246.6818.9310

125.43000250.860011.3022.209

36.1089072.21784.7715.148

51.22380102.44767.0814.477

49.1934098.38686.5215.096

2.054854.10971.333.095

27.0816054.16324.1613.024

41.3842082.76845.7214.473

12.9537525.90752.1512.052

21.8784043.75683.4412.721
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1/200

建設部　まちづくり整備課

春日居町駅サイクルポート建築工事（南口）

Ｎ

A-04-S
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12



春日居町駅サイクルポート建築工事（南口）

建設部　まちづくり整備課

面積表・平面図・屋根伏図

建築面積

延べ面積

①

面積表

屋根伏図　S=1/50

平面図　S=1/50

床面積参入部分

Ｎ

1/100　1/50

自転車置場

A-05-S

06

12

8,150

295 2,520 2,520 2,520 295

8,150

295 7,560 295

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
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2
,
0
0
0

7,560

2,520 2,520 2,520
2.000×7.560＝15.12

15.12㎡

15.12㎡

7.560

7.560

①

2
.
0
0
0

2
.
0
0
0

求積図　S=1/100 駐輪台数18台

700

7
0
0

申請建物１・２・３

㈱稲葉製作所　BYXﾀｲﾌﾟ1200N/㎡ BYX-25+BYX-25L*2　同等品



建設部　まちづくり整備課

春日居町駅サイクルポート建築工事（南口）

12

07

A-06-S

1/20　1/30立面図・基礎断面図

▽G.L

2
,
2
6
0

最高の高さ

8,150

295 7,560 295

基礎断面図　S=1/20

700 700 700

5
0
0

1
0
0
5
0

1
0
0

3
0

2
,
2
6
0

2
,
1
8
0

2,000

2
,
1
5
0

最高の高さ

最高の軒の高さ

▽G.L

溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板0.5㎜　ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂塗装（NM-4113-3）

2,520 2,520 2,520

2
,
1
8
0

最高の軒の高さ

▽G.L

正面側立面図　S=1/30

側面側立面図　S=1/30

申請建物１・２・３

ｶﾝｻﾞｼ

4-D10両方向共
基礎コンクリート FC21

A-3-10(RC-40) コンクリート面直均し仕上

捨てコンクリート

再生クラッシャラン



春日居町駅サイクルポート建築工事（南口）

建設部　まちづくり整備課

1/200

4,600

4,700

既存建物１
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笛吹市道6362号線
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線

RC擁壁H=300～550

法第42条第1項1号道路

法
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4
2
条

第
1
項

1
号

道
路

農薬飛散防止ネットH=3800

防犯カメラ柱

下水道公設ます

表示板

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH=110
0

Ｎ

仮設計画図

仮設計画図　S=1/200

目隠しﾊﾟﾈﾙﾌｪﾝｽH=1,600～1,850 仮囲い①

仮
囲

い

仮
囲

い

仮囲い

ゲ
ー

ト

ゲート：シートゲートW3.6m*H4.5m

仮囲い：シート張りH=2.0m　45m

スロープ 車止め：地上面撤去　構内工事終了後新設

　既存：固定式　樹脂パイプ87φ芯材　タイヤチップ車止めH=800

アスファルト舗装

基礎周囲700mm：アスファルト舗装

工事期間中臨時自転車置場予定

12

08

A-07-S

仮囲い①：防音シート張りH=3.0m　18m

既
存

白
線

消
去

既
存

白
線

消
去

既
存

白
線

消
去

　新規：ポールコーンH=800　接着式　ブロンズ色



配置図

建設部　まちづくり整備課

春日居町駅サイクルポート建築工事（北口）

1/200

Ｎ

法第42条第1項1号道路
笛吹市道：6354号線

側溝(暗渠)

側溝(暗渠)

歩道

敷地境界線
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境
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線
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0
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3
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5
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1
.
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2.961.48

2.
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1.
03

0
.
6
5

1.03

3
.
4
3

4.
80

1.
56

敷地面積求積図　S=1/200

配置図　S=1/200

1 9.50 0.65 6.1750 3.08750

2 21.91 1.84 40.3144 20.15720

3 12.73 1.41 17.9493 8.97465

4 8.44 1.03 8.6932 4.34660

5 6.64 3.10 20.5840 10.29200

6 8.29 3.55 29.4295 14.71475

7 19.13 5.57 106.5541 53.27705

8 14.13 4.66 65.8458 32.92290

9 6.66 2.83 18.8478 9.42390

10 7.16 2.03 14.5348 7.26740

11 3.43 1.03 3.5329 1.76645

12 8.32 1.85 15.3920 7.69600

13 4.80 1.56 7.4880 3.74400

14 9.52 1.17 11.1384 5.56920

15 2.96 1.48 4.3808 2.19040

16 2.96 1.18 3.4928 1.74640

17 1.75 0.56 0.9800 0.49000

合       計 187.66640

敷 地 面 積 187.66 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

用途

自転車置場

建築面積 延べ面積 最高の高さ 階数

１階

構造

鉄骨造既存建物 14.15㎡ 14.15㎡ 2.400m

既存建物

1,000

A-08-N

09

12

最高の高さ2.260m

申請建物２
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申請建物１
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1
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8
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-50
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)

道路境界線(5.8
9m)

道路境界線(7.26
m)

(5.08m
)

(4.62m
)

(2.14
m)

(0.66m)

(7.4
6m)

-50道路境界線(9.39m)

縁石



建設部　まちづくり整備課

面積表・平面図・屋根伏図

建築面積

延べ面積

①

面積表

屋根伏図　S=1/50

平面図　S=1/50

床面積参入部分

Ｎ

1/100　1/50

自転車置場
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求積図　S=1/100 駐輪台数18台
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7
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申請建物１・２

春日居町駅サイクルポート建築工事（北口）

㈱稲葉製作所　BYXﾀｲﾌﾟ1200N/㎡ BYX-25+BYX-25L*2　同等品

10

A-09-N



建設部　まちづくり整備課 12

1/20　1/30立面図・基礎断面図

▽G.L
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,
2
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最高の高さ

8,150

295 7,560 295

基礎断面図　S=1/20

700 700 700
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最高の軒の高さ

▽G.L

溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板0.5㎜　ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂塗装（NM-4113-3）

2,520 2,520 2,520

2
,
1
8
0

最高の軒の高さ

▽G.L

春日居町駅サイクルポート建築工事（北口）

正面側立面図　S=1/30

側面側立面図　S=1/30

申請建物１・２

A-3-10(RC-40) コンクリート面直均し仕上

ｶﾝｻﾞｼ

4-D10両方向共
基礎コンクリート FC21

捨てコンクリート

再生クラッシャラン

A-10-N
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建設部　まちづくり整備課

春日居町駅サイクルポート建築工事（北口）

1/200仮設計画図

Ｎ

法第42条第1項1号道路
笛吹市道：6354号線

側溝(暗渠)

側溝(暗渠)
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線
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既存建物

仮設計画図　S=1/200

仮囲い

ゲート：シートゲートW3.6m*H4.5m

既存白線残

12

12

基礎周囲700㎜：アスファルト舗装 A-3-10

既存 カラーアスファルト舗装

既存基礎

仮
囲

い

仮
囲

い

ゲート

仮囲い：シート張りH=2.0m　32m

申請建物２

申請建物１

A-11-N


